
【 いろいろな方程式 】

（１） かっこを含む方程式

◆ かっこを含む方程式は，分配法則などを使い，かっこをはずしてから，移項して計算をする。

（－１ を分配）
（例） 次の方程式を解きなさい。 ↓

② ５－（ ＋３）＝２（３ －２）x x 分配法則で かっ①　５（ －４）＝３（ ＋２）x x 分配法則で かっ
こをはずす( )

こをはずす ５－ －３＝６ －４x x( )
５ －２０＝３ ＋６x x x の項は左辺に，定数x の項は左辺に，定数

項は右辺に移項する－ －６ ＝－４－５＋３x x項は右辺に移項する ( )( )５ －３ ＝６＋２０x x

－７ ＝－６x２ ＝２６x （両辺を －７ でわる)
（両辺を ２ でわる)

＝
７

６
x＝１３x

１０４ 次の方程式を解きなさい。（１），（２）は をうめながら解きなさい。

（２） ５ －２（ －３）＝－３（２ －１）x x x（１） ２（ ＋４）＝４ －２x x 分配法則で かっ 分配法則で かっ
こをはずす こをはずす( ) ( )

＝５ －x＝４ －２x x の項と，定数項をx の項は左辺に，定数
それぞれ移項する項は右辺に移項する )(５ －x ＝( )

＝
左辺，右辺のそれ左辺，右辺のそれ
ぞれを計算する( )＝ぞれを計算する( )＝

x＝＝x

（３） ３（ ＋７）＝－ ＋１３x x （４） ７ －（１１ ＋２）＝１４x x （５） －２（ －６）＝８（ －１）x x
（京都学園） （青森県）

（６） ４（ －３）＝９－５（１－ ）x x （７） ２（ ＋２）＝３（ －１）＋５x x （８） ３（６＋ ）＝７ －（ －９）x x x
（大阪女子短大高）

（９） ３（ －６）－２（ －５）＝３ ＋１０x x x （１０） ３（ －４）＝６（ －２）－４（ －３）x x x
（梅花高）
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途中で速さが変わる問題例

（例） 家から２．６ｋｍ離れた学校へ行くのに，途中の本屋さんまでは分速４０ｍで歩き，本屋さんから学校

までは分速７０ｍで歩くと，家を出てから，５０分後に学校に着いた。家から本屋さんまでの道のりは

何ｍですか。
2600ｍ

（解１） 合計時間５０分で方程式を作る。

家から本屋までの道のりを  ｍとすると，x 本 学2600－ （ｍ）x ｍx家 屋 校本屋から学校までの道のりは（２６００－ ）ｍx
分速４０ｍ 分速７０ｍ→ →となり，右の線分図のように条件を整理する。

（家～本屋までの時間）＋（本屋～学校までの時間）＝５０（分）で 50分

方程式を作ると，
４０

＋
７０

２６００－
＝５０。

x x
これを解くと， ＝１２００（ｍ）。x Ａ．１２００ｍ

（解２） 合計距離２６００ｍで方程式を作る。 2600ｍ

家から本屋までのかかった時間を  分とすると，x
本 50－ （分）x 学 分x家本屋から学校までにかかった時間は（５０－ ）分x 屋 校

分速４０ｍ 分速７０ｍとなり右の図の線分図のように条件を整理する。 → →

（家～本屋までの距離）＋（本屋～学校までの距離）＝２６００（ｍ）で
50分

方程式を作ると， ４０ ＋７０（５０－ ）＝２６００。x x これを解くと， ＝３０（分）。x

よって求める道のりは， ４０×３０＝１２００（ｍ）。 Ａ．１２００ｍ

１２３ 家から２ｋｍ離れた病院へ行くのに，途中の靴店までは分速４０ｍで歩き，靴店から病院までは分速６０

ｍで歩くと，家を出てから，４０分後に病院に着いた。次の問いに答えなさい。

（１） 家から靴店までの道のりを  ｍとして，右の線分図のx ア～オの に適する 数，式を書き入れなさい。

ア ｍ

（２） 家から靴店までの距離を求める。
イ

靴 病 ｍx家 ｍ家から靴店，靴店から病院までの時間の和が
店 院

４０分を使って方程式を作ると，
エウ 分速 ｍ分速 　→　→ｍ

オ＝ ４０ 分

ｍＡ．これを解いて， ＝x （ｍ）。

１２４ 家から１．８ｋｍ離れた駅へ行くのに，途中の交番までは分速７５ｍで歩き，交番から駅までは分速

５０ｍで歩くと，家を出てから，３２分後に駅に着いた。次の問いに答えなさい。

（１） 家から交番までの歩いた時間を  分として，右の表の空欄x に適する 数，式を書き入れなさい。

家～交番 交番～駅 家～駅

（２） 家から交番まで何分かかったかを求める。 速さ 分速 ｍ 分速 ｍ
家から交番，交番から駅までの距離の和が， 分x時間 分 ３２分
１８００ｍより，方程式を作ると， ｍ １８００ ｍｍ距離

　　＝１８００ これを解いて， ＝x （分）。 Ａ． 　分
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【 反比例のグラフ 】

（１） 反比例 ＝y
x

a
のグラフ

◆ 反比例 ＝  のグラフは， ＞０ の場合と， ＜０ の場合によって，それぞれ，下の図のようになる。y
x

a
a a

y y
＞０a ＜０a

増加

減 増
少

加

増加
x xＯ増加

Ｏ
減

少 ① このグラフの曲線を，双曲線という。 増

加②  の絶対値が大きいほど，グラフはa
増加原点から離れる。

◆ 反比例 ＝y
x

a
のグラフは，  と  の対応表を作り，各座標をx y 点で書き入れ，それを結ぶとよい。

１８４ 次の反比例の式について，  と  の値の対応表を作り，グラフを書きなさい。x y

y
（１） ＝

６
y

x
５

x －６ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ６
４

３y
２

１
（２） ＝－

１２
y

x －５ －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ ５ x
－１

x －６ －４ －３ －２ ０ ２ ３ ４ ６
－２

－３y
－４

－５

１８５ 次の（１）～（４）の反比例のグラフを書いたところ，右の図のようになった。それぞれ，どのグラフに

なったか，その記号を答えなさい。
y

（１） ＝－
９

y
x

（２） ＝
４

y
x

イエ

Ａ． Ａ． アウ

x

（３） ＝
１０

y
x

（４） ＝－
５

y
x

ウ
ア

イ エ

Ａ． Ａ．
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（３） 文字座標の利用　（発展内容）

◆ ＝  のグラフ上の点は， 座標を  とするとy ax x t （ ， ）　t at と表される。

（代入）

（例） ＝３  上のある点の 座標を  とすると,その 座標は ３  となる。y x x t y t （ ，３ ）t t⇒

＝－
３

２
 上のある点の 座標を  とすると,その 座標は －

３

２
 となる。y x x m y m （ ，－

２
）m

３
m⇒

（代入） y
＝２y x

（例） 右の図で，ＡＢの長さが１５になるときの点Ａの座標を求めなさい。（Ａの 座標は正）x A

（解） 点Ａの 座標を  とすると，点Ｂの 座標も  で，それぞれの座標x t x t

は，Ａ（ ，２ ），Ｂ（ ，－
２

１
）となる。ＡＢの長さが１５なので，t t t t

　x
O

点Ｂの 座標に１５加えた数が点Ａの 座標になる。よって，y y
B

－
２

１
＋１５＝２t t となり，これを解くと， ＝６。Ａ（ ，２ ）より，t t t Ａ（６，１２） ＝－

２

１
y x

（Ａの 座標は正）x１９８ 右の図について，次の問いに をうめながら答えなさい。

y
＝３y x（１） 点Ａの 座標を ３とするとき，ＡＢの長さを求めなさい。x

A

（解） Ａの座標は （３， 　)，Ｂの座標は（３， ）だから，２つの 座標のy

差より，ＡＢの長さは 　となる。

　x
O（２） ＡＢの長さが５５になるときの点Ａの座標を求めなさい。

B
（解） 点Ａの 座標を  とすると，点Ｂの 座標も  で，それぞれの座標は，x t x t

＝－
３

２
y x

）となる。ＡＢの長さが５５ より，点Ｂを上に５５移動Ａ（ ，t 　），Ｂ（ ，t
 

した点がＡなので， ＋５５＝  を解いて， ＝t 。よって，点Ａの座標は （ 　， 　　）。

１９９ 右の図で，点Ａは ＝
４

３
のグラフ上の 座標が正である点で，四角形y x x

＝
４

３
y xy

ＡＢＣＤは正方形である。次の問いに をうめながら答えなさい。

（１） 点Ｂの 座標を４とするとき，点ＡとＤの座標を求めなさい。x
ＤA

(解） 点Ａの 座標も　　　 だから，その 座標は， ＝
４

３
 に代入して，x y y x

　x
 ， Ｂ Ｃ求めると， になる。よって，点Ａの座標は（   ）。 O

点Ａの 座標が辺ＡＢの長さに等しいので，辺ＡＤの長さもy   と

なる。よって，点Ｄは点Ａを右に 移動した点だから，その座標は，（　　　 ，　　  ）。

（２） 点Ｃの 座標が２１になるとき，正方形ＡＢＣＤの面積を求めなさい。 x （座標の1目もりを１ｃｍとする）

（解） 点Ａの 座標を とすると，Ａの座標は，（ ，x m m  ）となる。この座標より，ＯＢとＡＢの長さを

を使った式で表すと，ＯＢ＝m ＡＢ＝   となる。ＡＢ＝ＢＣなので，ＯＣ＝ＯＢ＋ＡＢとなる。 ，

この等式を， を使って表すと，m ２１＝  ＋ となり，これを解いて， ＝m 。よって，ＡＢの

ｃｍとなるので，正方形ＡＢＣＤの面積は   ｃｍ となる。２長さが
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（３） 図形の回転

ＣＤ（例） 右の図で，正方形ＡＢＣＤが直線  にそって，すべることなl
く転がって１回転するとき, 頂点Aがえがく線を書きなさい。

l Ａ Ｂ
（解） 右の図のように，正方形を４つ（点線）書き並べて

（A)
ＡＤ 上の 矢印の方向にA,B,C,D,A,B と書き入れる。l Ｃ

各正方形において，回転を意識して，点Ａの

位置を考えて結ぶと，図の太線のようになる。
l Ｃ ＤＡ Ａ BＢ

（例） 右の図１のように，△ＡＢＣの辺上を，半径１ｃｍの円Ｐが転がりながら△ＡＢＣを１周するとき，円の中心

Ｐがえがく線の長さを求めなさい。

（解） 図２のように，円の半径を縦, △ＡＢＣの （図１） Ａ （図２）
①

各辺を横の辺とした長方形ア，イ，ウと①， Ｐ

５
②，③のおうぎ形をつくると，太線が求める ６ ア

ウ
線になる。このとき，①，②，③の和は１つ ＣＢ

７ ③② イの円になるので，求める長さは，

（△ＡＢＣの周の長さ）＋（半径１ｃｍの円周）

５＋６＋７＋１×２×π＝１８＋２π（ｃｍ）。

２４２ 次の図のように，長方形，直角三角形をそれぞれ直線  にそってすべることなく１回転させる。各問いにl
答えなさい。えがく線の記入は，（１），（２）とも，それぞれ図の をうめて書きなさい。

頂点Ａがえがく線を図に書き入れ，その長さを求めな（２）（１） 頂点Ａがえがく線を図に書き入れなさい。

さい。ただし，ＡＢ＝６，ＡＣ＝１２，∠Ｃ＝３０°とする。

Ｄ ＣＣ

l l
Ａ Ｂ ＢＡ

C

Ｄ′
２４３ 右の図は，ＡＢ＝６ｃｍ，ＢＣ＝８ｃｍ，対角線ＢＤ＝１０ｃｍの長方形

ＡＢＣＤを，点Ｂを中心に反時計方向に４５°回転させた図である。
Ｃ′

Ａ Ｄ辺ＣＤが動いたあとの図（斜線部分）の面積を求めなさい。

Ａ′

４５°

ＣＢ

Ｐ２４４ 右の図のように，ＡＢ＝８ｃｍ，ＡＤ＝１４ｃｍの長方形ＡＢＣＤの外側を
ＤＡ

半径２ｃｍの円が1周する。円の中心Ｐがえがく線を図に書き入れ，そ

の長さを求めなさい。

Ｂ Ｃ
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